
 

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日 
 不動産・建設経済局 建設市場整備課 

建設キャリアアップシステム実証実験モニターの募集について 

 

 

 

○ 建設技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積する仕

組みである「建設キャリアアップシステム」（以下「CCUS」）が、平成３１年４月から本格運

用されています。 

 

○ 建設技能者がCCUSを利用して就業履歴を蓄積するために、元請事業者による現場でのカー

ドリーダー設置や元請・下請双方の事業者によるシステム上の操作作業等が必要であること

に負担感があることが普及を妨げる課題の一つであるとの声があります。 

 

○ このような課題の解消とCCUSの更なる普及に向け、CCUSの拡張機能の利便性、機能拡張によ

る普及促進効果等を検証するため、実際の建設現場におけるモニターに御協力いただく建設

事業者（１００社程度）を募集いたします。 

 

○ 応募いただいた建設事業者から実施事業者を選定し、当該実施事業者が請け負う工事現場

において、スマートフォンを用いた顔認証による就業履歴蓄積方法等を実際に使用していた

だき、使い勝手や普及促進効果についてのアンケート調査に御協力いただきます。 

 

○ モニター結果を踏まえ、CCUSの効果や課題を収集し、より良いシステムの構築に繋げます。 

 

○ モニターの応募については、次ページ以降の「募集要領」を御確認のうえ、以下の「モニタ

ー申込フォーム」よりお申込みをしていただきますようお願いいたします。 

 

・モニター募集要領は次ページ以降をご確認ください 

 

・モニター申込フォームはこちらから 

 

○ 本事業の受託事業者 

事業者名：コムテックス株式会社 

所 在 地：富山県高岡市東中川町7-18 

コムテックスHPはこちらから 

  

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 不動産・建設経済局 建設市場整備課  宇賀山、小原 

TEL 03-5253-8111(代表) (内線 24856、24857)  03-5253-8283(直通)     

FAX 03-5253-1555 

平成３１年４月より運用が開始された建設キャリアアップシステムについて、カードリーダ

ー以外による建設技能者の就業履歴蓄積方法等、現場利用の利便性向上に向けた検証を行う

ため、実証実験に御協力いただく建設事業者（元請事業者）のモニターを募集いたします。 

https://ccus-jissyojikken.ctx.co.jp/apply
https://www.ctx.co.jp/


     

 

実証実験モニター募集要領 
 
 
１．調査・検討業務の目的 
 本業務は、建設業における ICT やデータを活用した施工管理の更なる効率化・省人化により、

新型コロナウイルス等の感染リスクを低減するため、ICT 企業のノウハウを活用しつつ、建設技

能者の処遇改善及び効率的な現場管理に関する仕組みの情報を活用して、建設業の DX（デジタル

トランスフォーメーション）を進める環境整備を行うものである。 
 
２．実証実験の目的 
 ①カードリーダー以外での現場入場登録手法の実効性の実証 
 ②技能者・事業者の CCUS 登録メリットの実証 
 ③CCUS サービス提供の一つとして実証実験で利用する入退場システムの実装可否 
 
３．モニターのターゲット 
 下記いずれかの要件に該当する者であること。 

①CCUS 登録済みの元請事業者で、CCUS の就業履歴蓄積の活用がされていない企業 
 ②CCUS 未登録だが、現在 CCUS 登録申請済みである企業 
 ③その他、CCUS 未登録であるが、CCUS に興味のある（今後登録予定含む）企業 
 
４．募集数 
  全国で元請１００社程度 

※一定数を満たした時点で打ち切り 
 
５．募集期間 
  令和２年１０月２６日（月）～令和２年１１月３０日（月）まで 
 
６．応募方法 
  国土交通省モニター募集ページや CCUSHP のトピックスに掲載しているページにアクセス

して「モニター新規応募申込フォーム」に必要事項を入力のうえ、１１月３０日（月）まで

に応募してください。 
  ※ご応募いただいた個人情報は、個人情報保護に関する法律に従い適正に取り扱います。 
 
７．応募資格 
  本実証実験においてデジタル対応が苦手な事業者で CCUS に登録するとともに、カードリー

ダー以外での現場入退場登録方法に賛同していただける日本国内の建設業者 
 
 
 



     

 

８．モニターの選考・委嘱 
（１）選考結果は、令和２年１１月下旬～令和２年１２月初旬までに応募企業の担当者様に直接

お知らせいたします。なお、選考に漏れた方にはお知らせいたしませんので、あらかじめご了

承ください。 
 
（２）モニターの委嘱は、「（別表）モニターとしてお守りいただく事項」に同意し、承諾書を提

出された方に委嘱通知を交付して行います。委嘱期間は、委嘱の日から令和３年３月２３日ま

でです。 
 
９．モニターの内容 
 モニターには、次の事項を行っていただきます。 
  ①CCUS への登録対応 

・事業者登録（自社だけでなく、協力会社含む） 
・各下請事業者に所属する技能者情報の登録 
・現場情報登録（施工体制登録及び作業員名簿登録含む） 

   ※上記情報について、既に対応しているものについては、再登録不要 
  ②本実証実験で提供するアプリの利用（アプリ内の情報登録含む） 

③現場に参加する技能者への現場入退場登録の推進 
  ④CCUS 登録メリットアンケート対応 
  ⑤モニター期間中の定例状況報告及び最終報告の提出 
  ⑥その他ご意見・ご要望を「随時意見」として提出（任意） 
 
１０．モニターへの費用補助 
  モニターに対して、全てのアンケート調査・課題が終了した後、回答の実績に応じて１現場

当たり１万円を上限に費用補助を行います。 
  また、費用補助については、銀行口座への振込のみでの支払いとさせていただきますのでご

了承ください。 
 
１１．個人情報への取り扱い 
  モニターへの応募やモニターとしての活動を通じて、ご提供いただいた個人情報については、

本モニターの必要な範囲内でのみ利用します。また、その監理や利用にあたっては個人情報保

護に関する法律に従い取り扱いには細心の注意を払います。 
 
１２．お問い合わせ先 
  国土交通省不動産・建設経済局建設市場整備課 電話 03-5253-8111（内線 24856、24857） 
 
 

  



     

 

（別表 １）「モニターとしてお守りいただく事項」 
１．遵守事項 
①委嘱期間に事業者の内容（担当者 等）に変更があった場合は速やかに届け出ること。 
②以下の情報について、他のモニター又は第三者に通知しないこと。 
 ・自社及び各下請事業者の事業者 ID 及びパスワード 

・自社及び各下請事業者に所属する各技能者 ID 及びパスワード、その他個人情報 
 ・現場情報（特に現場が特定されるような情報） 
③上記②に該当する情報の ID 及びパスワード等を使用しないこと。 
④上記②、③に違反したことにより他のモニター又は第三者との間で紛争が生じた場合には、自

己の責任と費用をもって処理解決すること。 
⑤他のモニターが上記②、③に違反したことにより損害を被った場合においては、当該モニター

に対して直接その旨を通知するとともに、その結果紛争が生じた場合には自己の責任と費用を

もって処理解決すること。 
⑥上記①～⑤に違反したことにより国に損害を与えた場合には、自己の責任と費用をもって損害

を補償すること。 
２．上記１に違反した場合及びその他の事由によりモニターとして引き続き委嘱することが適当

でないと認めた場合は、委嘱を取り消されることがあります。 



建設キャリアアップシステムの拡張サービス実証実験

①カードリーダー以外での現場入場登録手法の実効性の検証

※その他上記以外のCCUSの拡張サービスの提案及び上記を含めた拡張サービスの提供・運営方法・利用料金の仕組みの検討

携帯電話保有者なら
必ずできる「電話発信」
で登録できる機能。「ス
マホ未保有」「アプリに疎
い」等のデジタル弱者の
方の救済が可能

顔認証＋GPS情報を活
用して簡便・真正性を兼
ねたアプリ。技能者本人
が所有するスマホや現場
設置タブレットで登録

②技能者・事業者のCCUS登録メリットの検証

＜入退場時間による勤務時間管理機能等の検証＞
令和6年度からの罰
則付き残業規制対
応などに向け、遠隔
不特定多数の現場
で就業する社員の勤
務時間及び休日数
把握を支援する機能

＜労務費・法定福利費等集計の検証＞

現場毎、企業毎の労務
費集計機能、労務関
係書類作成機能により、
労務費及び法定福利
費や優良職長手当の
確保や書類作成効率
化の効果等を検証

就業履歴

〇中小現場での導入・入退登録促進検証

〇労務費集計を活用した新サービスの提案・検証 〇建退共のCCUS活用による完全電子化の検証
掛金申請・充当の業務効率化と
確実な掛金蓄積へつなげる為、
CCUSに蓄積される入退場登録
情報から元請向けに、現場毎の
建退共の電子就労状況報告書
を自動生成する機能の検証

＜完全電子化の効果ニーズ検証＞

＜オンライン加入申込み効果ニーズ検証＞
一人親方のオンラインでの建退共への加入申込みができる機能の検証

＜現場労災保険実質賃金申請の検証＞

みなし労務費から実質
賃金に保険料算出方
法を変更することで現場
労災保険料の大幅削
減につなげる現場労災
保険実質賃金申請の
効果やニーズを検証

就業履歴

就労状況報告書
自動生成出力



CCUSCCUS
技能者情報

○経験
○知識・技能
○マネジメント能力

事業者情報
〇建設業許可情報
〇財務状況
〇取引先
〇社会保険加入状況

〇「建設キャリアアップシステム（CCUS）」は、技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積する仕組み

〇若い世代にキャリアパスと処遇の見通しを示し、技能と経験に応じ給与を引き上げ、将来にわたって建設業の担い手を確保し、ひいては、建
設産業全体の価格交渉力を向上させるもの

建設キャリアアップシステム（CCUS）の取組

業界横断的な経験・技能の蓄積

専門工事企業の見える化

建設キャリアアップシステム普及・活用に向けた官民施策パッケージ

・CCUSと建退共の連携：CCUSカードをタッチすることで、建退共掛金が充当

・社保加入確認：作業員名簿の作成等の義務化に伴い、労働者の現場入場時の社保加入確認においてもCCUS活用を原則化

・公共工事等での活用：国直轄工事でのCCUS義務化・活用推奨モデル工事の実施、地方自治体発注工事でのCCUS活用の取組

・レベルに応じた賃金支払い：レベルに応じた賃金目安の設定、下請けによる職長手当等マネジメントフィーの見積への反映・元請による見積尊重

・更なる利便性向上：顔認証入退場の推進、マイナポータルとの連携

令和５年度からの建退共のCCUS完全移行及びそれと連動したあらゆる工事におけるCCUS完全実施を目指す。

・資格を登録
・カードをリーダー
にかざし就業履歴を
蓄積

能力評価基準（※）に
基づきレベルを判定

レベル２

レベル３
レベル４

初級技能者
（見習い）

中堅技能者
（一人前）

職長として現場に
従事できる者

高度なマネジメント
能力を有する者

（登録基幹技能者等）

※専門工事業団体等が職種毎の能力評価基準の策定・能力評価の実施

経験年数 □年

レベル１

経験年数 ○年

○○技能講習

１級□□技能士

班長経験 □年

経験年数 ★年

登録基幹技能者

職長経験 ★年

レベルに応じて
カードも色分け

建設技能者の能力評価

CCUSと連携し、所属する技能者のレベルや人数
に応じて☆～☆☆☆☆により評価を見える化

呼称 団体
賃金目安（年収）の設定額
レベル４ レベル３ レベル２

型枠技能者 (一社)日本型枠工事業協会
820～
620万円

640～
590万円

550万円

機械土工技能者 (一社)日本機械土工協会 700万円 600万円 400万円

トンネル技能者 （一社）日本トンネル専門工
事業協会

1200万円
1100～
850万円

750～
500万円

基礎ぐい工事技能者 (一社)全国基礎工事業団体連
合会

723～
620万円

673～
576万円

462～
344万円

（例）各職種における賃金目安


